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仕
組
ま
れ
た
世
代
間

対
立

　
家
族
手
当
、
失
業
手
当
、

住
宅
保
障
な
ど
の
貧
困
関
連

社
会
支
出
を
極
限
ま
で
低
く

抑
え
る
こ
と
で
、
日
本
政
府

は
社
会
保
障
の
「
現
役
世
代

冷
遇
＝
高
齢
世
代
相
対
的
優

遇
」
の
分
断
構
造
を
定
着
さ

せ
て
き
た
。
高
齢
者
に
偏
っ

て
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
自

体
、
社
会
保
障
の
後
進
性
の

証
で
あ
る
。
現
役
世
代
は
自

己
責
任
の
遂
行
に
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
が
、
仕
組
ま
れ

た
分
断
構
造
に
は
気
づ
い
て

い
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
が
、

近
年
の
高
齢
者
負
担
増
・
高

齢
者
福
祉
削
減
政
策
を
仕
方

が
な
い
と
半
ば
黙
認
す
る
風

潮
の
背
景
に
あ
る
。

　
古
代
中
国
以
来
、
民
の
分

断
支
配
は
為
政
者
の
常
套
手

段
と
言
わ
れ
て
き
た
。
６５
歳

と
い
う
年
齢
で
区
切
ら
れ

　
政
府
は
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
を
現
在
の
1
割
か
ら
2

割
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
高
齢
者
負
担
増
を

ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
佐
久
大
学
特
任
教
授
の
唐
鎌
直
義

氏
に
連
載
で
解
説
し
て
も
ら
う
。（
全
6
回
）

⑤
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
公
租
公
課
負
担

て
、
現
勤
労
者
・
元
勤
労
者

が
相
互
に
対
立
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
外
側
で
は
大
企

業
が
空
前
の
内
部
留
保
を
蓄

積
し
て
高
笑
い
し
て
い
る
。

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の

構
図
自
体
が
変
で
は
な
い

か
。
内
部
留
保
の
一
部
は
最

終
的
に
は
政
府
枢
要
や
そ
の

「
お
友
達
」に
還
流
し
て
、「
政

治
と
金
の
問
題
」
が
繰
り
返

さ
れ
る
。
こ
ん
な
状
況
を
放

置
し
て
い
て
良
い
は
ず
が
な

い
。
そ
も
そ
も
Ｅ
Ｕ
諸
国
で

は
「
高
齢
化
の
危
機
」
と
い

う
問
題
設
定
自
体
が
社
会
に

受
け
容
れ
ら
れ
て
は
い
な
い

の
だ
。

年
金
下
が
り
、
生
活

費
の
赤
字
拡
大

　
今
回
は
、
本
連
載
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
高
齢
者

の
負
担
増
」
に
つ
い
て
、
そ

の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

　
表
１
は
、
高
齢
単
身
無
職

世
帯
の
主
立
っ
た
家
計
収
支

項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

も
の
で
あ
る
。
２
０
１
０
年

と
２
０
１
５
年
を
比
べ
る

と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
下
の
年

金
特
例
水
準
の
解
消
と
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
適
用
に

よ
っ
て
、社
会
保
障
給
付（
＝

公
的
年
金
）
が
月
額
で
１
万

６
０
０
０
円
余
減
少
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
年
額
で
は
１９

万
３
０
０
０
円
余
も
の
大
幅

減
で
あ
る
。
戦
後
始
め
て
、

年
金
は
「
上
が
ら
な
い
」
状

態
か
ら
「
下
が
り
続
け
る
」

状
態
に
一
変
し
た
。

　
他
方
、
消
費
支
出
を
見
る

と
、
こ
の
５
年
間
に
月
額
２

０
０
０
円
余
し
か
低
下
し
て

い
な
い
。
そ
の
分
家
計
の
赤

字
が
進
行
し
た
こ
と
に
な

る
。

　
実
収
入
か
ら
実
支
出
を
差

し
引
い
た
額
を
見
る
と
、
２

０
１
０
年
に
は
月
額
２
万
４

０
０
０
円
余
、
年
額
２９
万
５

０
０
０
円
弱
の
赤
字
だ
っ
た

が
、
２
０
１
５
年
に
は
月
額

３
万
８
０
０
０
円
余
、
年
額

４５
万
９
０
０
０
円
余
に
増
え

た
。

　
こ
れ
で
は
、
自
宅
を
担
保

に
当
座
の
生
活
費
を
借
り
入

れ
る
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ

を
利
用
し
よ
う
と
考
え
る
高

齢
者
が
続
出
す
る
の
は
当
然

だ
ろ
う
。
明
る
い
笑
顔
の
対

応
の
裏
側
で
は
、
支
給
さ
れ

る
月
々
の
生
活
費
か
ら
ロ
ー

ン
金
利
を
掠
め
取
ろ
う
と
、

金
融
機
関
が
手
ぐ
す
ね
を
引

い
て
待
ち
構
え
て
い
る
。
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
生
活

の
自
己
責
任
の
究
極
的
完
遂

形
態
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

税
・
保
険
料
負
担
は

実
収
入
の
20
％
超
え

　
表
２
は
、
表
１
と
同
様
の

項
目
を
高
齢
夫
婦
無
職
世
帯

に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
。

概
ね
単
身
世
帯
と
同
様
の
傾

向
が
見
て
取
れ
る
が
、
社
会

保
障
給
付
の
減
少
幅
、
消
費

支
出
と
家
計
赤
字
額
の
増
加

幅
が
や
や
小
さ
く
現
わ
れ
て

い
る
。「
二
人
飯
は
食
え
る

が
、
一
人
飯
は
食
え
な
い
」

と
は
良
く
言
っ
た
も
の
だ
。

光
熱
水
費
等
の
固
定
的
出
費

は
１
人
世
帯
で
も
２
人
世
帯

で
も
そ
う
変
わ
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

単
身
の
低
所
得
高
齢
者
に
強

い
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
非
消
費
支
出
（
直
接
税
と

社
会
保
険
料
）
を
見
る
と
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
下
で
急
激
に

増
え
て
い
る
。
単
身
世
帯
で

実
収
入
の
８
・
６
％
か
ら
１０

・
３
％
へ
、
夫
婦
世
帯
で
１３

・
６
％
か
ら
１４
・
９
％
へ
増

え
た
。
こ
れ
に
２
０
１
８
年

秋
か
ら
１０
％
に
引
上
げ
ら
れ

た
消
費
税
負
担
を
加
え
る

と
、
高
齢
世
帯
の
実
質
的
公

租
公
課
負
担
は
実
収
入
の
２０

％
を
超
え
る
。
高
齢
世
帯
の

場
合
、
消
費
支
出
が
実
収
入

を
上
回
る
の
で
、
実
収
入
に

対
す
る
消
費
税
の
負
担
率
は

１０
％
を
超
え
て
し
ま
う
。

統
計
操
作
の
疑
い
も

　
２
０
１
９
年
に
な
る
と
、

一
転
し
て
単
身
・
夫
婦
と
も

に
高
齢
無
職
世
帯
の
実
収
入

が
増
え
、消
費
支
出
が
減
り
、

家
計
の
赤
字
幅
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
事
態
が
改
善
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は

な
い
。

　
持
家
率
を
見
て
ほ
し
い
。

２
０
１
９
年
に
は
単
身
世
帯

で
８４
・
４
％
、
夫
婦
世
帯
で

９３
・
０
％
に
上
昇
し
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
内

閣
府
の
『
高
齢
社
会
白
書
』

に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
高

齢
単
身
世
帯
の
持
ち
家
率
は

２
０
１
９
年
現
在
６５
・
６
％
、

高
齢
夫
婦
世
帯
の
そ
れ
は
８７

・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
総

務
省
『
家
計
調
査
年
報
』
の

方
が
単
身
世
帯
で
１８
・
８
ポ

イ
ン
ト
、
夫
婦
世
帯
で
５
・

８
ポ
イ
ン
ト
も
持
ち
家
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

　
高
齢
世
帯
の
場
合
、
借
家

住
ま
い
と
持
ち
家
で
は
所
得

水
準
が
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん

後
者
の
方
が
所
得
は
高
い
。

総
務
省
は
持
ち
家
世
帯
の
デ

ー
タ
を
実
際
よ
り
も
多
く
集

め
る
こ
と
で
、
高
齢
世
帯
の

実
収
入
等
が
高
く
な
る
よ
う

に
統
計
を
操
作
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
こ
れ
で
は
デ

ー
タ
の
捏
造
で
あ
り
、
事
実

の
隠
蔽
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

表 1　高齢単身無職世帯の収支状況の変化

実収入 実支出 可処分所得 持家率社会保障給付
（公的年金） 消費支出 非消費支出

（直接税+社会保険料）

2005 年
円 12万2709 11万2865 15万4311 14万4518 9793 11万2915

76.9％
％ 100.0 92.0 125.8 117.8 8.0 92.0

2010 年
円 13万3172 12万3567 15万7752 14万6264 1 万 1488 12万1684

76.5％
％ 100.0 92.8 118.5 109.6 8.6 91.4

2015 年
円 11万7885 10万7432 15万6165 14万4022 1 万 2143 10万5742

80.7％
％ 100.0 91.1 132.5 122.2 10.3 89.7

2019 年
円 12万6500 11万8274 15 万 533 13万8623 1 万 1910 11万4590

84.4％
％ 100 93.5 119.0 109.6 9.4 90.6

表２　高齢夫婦無職世帯の世帯収入等の変化

実収入 実支出 可処分所得 持家率社会保障給付
（公的年金） 消費支出 非消費支出

（直接税+社会保険料）

2005 年
円 22万3821 21万3597 26万5835 23万9416 2 万 6419 20万3961

89.9％
％ 100.0 95.4 118.8 107.0 11.8 91.1

2010 年
円 22万3757 20万8080 26万4949 23万4555 3 万 394 19万3364

90.7％
％ 100.0 93.0 118.4 104.8 13.6 86.4

2015 年
円 21万3379 19万4874 27万5705 24万3864 3 万 1841 18万1538

92.7％
％ 100.0 91.8 129.9 114.9 14.9 85.1

2019 年
円 23万7659 21万6910 27 万 929 23万9947 3 万 982 20万6678

93.0％
％ 100.0 91.3 114.0 101.0 13.0 87.0

※表はどちらも総務省『家計調査年報』（2019 年）表－ 9「高齢者のいる世帯」（世帯主の就業状態別）より作成


